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OA化で変わる企業形態
Versatility of Future Business Environment with OA 
大関 慎
Shin 0HZEKI 
I はじめに
企業の目的は「ユーザを創造しながら永続的に発展すること」といってよい。企業活動は，
ユーザに商品やサービスを提供し，代価を得ることによって成立する。商品やサービスを提供
するためにはユーザのニーズが的確に把握されていること，すなわち売れる商品（サービス）
を企画，開発，生産，販売できることであるが，実際のところ，商品づくりは計画したとおり
にはいかない。つまりユーザの顕在的，または潜在的ニーズの変化が早いため，先手，先手と
つかんだつもりが，結果として後手，後手に回り，商品は売れ残り，企業成績は低下してしま
う。このような悩みを解決するためには，ユーザを早く，的確につかみ，商品を提供し，満足，
不満足の度合いを調べ，売れ残り再発防止の手を打てる企業体質に変えなければならない。企
業には，いくつかの重要資源がある。「人J「資金J「商品」の3大資源に，現在では，「情報」
「時間J「イメー ジJなどが加わっている。このなかでとくに重要な資源は 「情報」と「時間」
である。企業にとって時間とは「タイミングがよいことJ「早いこと」「納期をきちんと守るこ
とJなどが対象となる。
ユーザが［必要な商品を］【必要な時期，時間に］［必要な場所に］［必要な量だけ］［適正な
価格］で提供する。その場合，最も重視されるのは［時期，時間］である。つまり「タイミン
グJ「スピーディ」を実現するためには，企業や人がそれを実現できる情報体質になっていな
ければならない。
企業の一人ひとりが社内外にユーザを決めて（ TQCではこの考え方をマーケット・インと
いう），そのユーザに支援される商品を提供しつづけていくには，人やお金，材料，部品，商
品を効果的に組み合わせる必要がある。その有効的手段が「情報」であり，その情報を，スピー
ディに収集，加工，伝達，保管，検査する手段がOA化である。
本稿では， OAが企業の組織に与える影響をはじめ， OA化によって各部門がどのように
変化するかを考察し，最後に OA化による効果について述べる。
n 組織体制に与える影響
組織とは，企業目的を達成するために，あらかじめきめられた役割，機能，分担の有機的な
働きを期待する集団である。
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現在，企業の多くは， 卜ッフから第1線に上位下達をおこなうピラミッド型の組織を採用し
ている。この組織は，権限や責任を明確に決めて，ルールや規則に従って仕事をおこなうこと
が基本とされているが，もとはローマ法皇がみずからの組織を統治するためにつくったもので，
安定性があり，現在，企業のほとんどが静的組織として採用している。世の中の変化も少なく
なく，商品やサーピスのライフスタイルも長い時代であれば，この組織にまさるしくみはない。
変化に迅速に対応できないという欠点があるといわれるが，命令系統の早さ，正確さから，こ
の組織を採用しているところが多い。しかしいかに優れた組織といえども，かたちあるものに
は寿命がある。ピラミッド組織は，現在すべての企業活動に対応できなくなっていることも事
実である。
その最大の原因は，ユーザの『欲求の多様化jに対応できにくいということである。いま，
ユーザはひとつの機能だけでは満足できず，多様化，複合化，システム化した機能をを要求す
るようになってきている。それに対してピラミッド型のタテ型組織は，単一機能をはたすもの
としては有効であっても，いくつもの機能を臨機応変に組み合わせてユーザの満足を満たすに
は不十分で、ある。
そこで企業が考え出したのが，臨時組織としてのフロジェクトチーム，タスクフォーチーム
である。多企業内部に責任をもっ小会社的小組織でも，機能を果たすミニ会社を作ることを進
めてきている。事業部組織はその一例であり，またフラッ トなネットワーク組織も ミニ会社の
範囲に入るであろう。さらに進んだ企業では，従来の組織をタテ系とし，各部門を横断するヨ
コ系の組織をあわせもつことによって，多様化するニーズに対応しようとしている。
ただし，いずれの新しい多様化対応組織でも，成功のカギは情報の共有化，あるいはスピー
ディな伝達にある。ところが，いまのべたように，日本企業の組織はピラミッ ド型で，タテの
力が圧倒的に強い。ヨコ系を通そうにも，まるで歯が立たないのである。
そこで，ヨコ系を通すインパクトを与え，静的で剛的な組織を動的で柔的な組織に変えうる
有力なツールとして登場してきたのがOA化なのである。
OA化の最終目標は，企業の業績向上に貢献するソフ ト商品の創造およびその提供にある。
具体的にいえば，「昇一ザを満足させる新商品の企画，開発，生産，販売に役立つことJとい
う意味に集約できるであろう。
だが，注意すべきことは， OA化が進んで、もそれを使いきる人がいなければ，宝のもちぐ
されになるという点である。たとえばどんなにすばらしいデータベースが完成し，企業にとっ
て有用と思われるデータが入力され，容易にデータや情報が引き出せたとしても，使うべき人
が使わなければ効果は期待できない。しかも情報が行動に結びつき，行動を変えないかぎり結
果は変わらず，業績貢献は期待できないのである。
OA化によって，創造的業務や思考の生産性を向上させることは事実だが，それだけでは成
果は上がらない。創造とは人が既知のデータや情報を用い，新しい目的のために努力するプロ
セスをいう。つまり創造の力とは，組み合わせる努力をしてはじめて組織の活性化が可能にな
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る。
OA化は剛構造組織を柔構造に変える武器であることはまちがいない。正しく有効な使い方
をしてはじめて，よりよい組織が構築されるのである。
トップの仕事を大きく分けると，
①中・長期経営計画の立案
②重要な課題の意思決定
③方針展開のマネジメン卜
m トップ部門の変化
の3つがある。この3つの仕事を効果的に行うには，情報やデータの活用が必須条件となる。
昭和40年代に，コンビュータの活用によって迅速な意思決定に，必要な情報処理をおこなう
目的で， MIS ( Management Information System ：経営情報システム）が提唱された。大
型コンピュータとネットワークの利用によって，経営に必要な情報を迅速に集中し，経営の意
思決定を最適・迅速におこなうトータルシステムを構築しようとしたものである。
結果として，経営者や管理者が，意思決定に必要な情報をタイムリーに入手できる目標には
達しなかったものの，日常業務の効率化に大きく貢献した。しかし，社内の繰り返し事務を最
優先した，プログラム作成に時間がかかった，分散（分権）処理ができなかった，などの理由
により， トップ部門の機能，役割を大きく変えるにはいたらなかった。
だが，昭和50年代には，消費者の考え方が変わり，モノやサービスの購入方法も大きく変わっ
てきた。企業はユーザのために存在するのだから，ユーザの考え方が変われば，企業も当然そ
の変化に対応しなければならない。そのためには市場におけるユーザの変化の現状と将来を的
確に読み，対応することが必要になる。
そこで人，物，金に次ぐ第4の経営資源である I情報』を企業経営に効果的に使う SIS
( Strategic Information Systems ：戦略的情報システム）が企業戦略システムの柱となって
くる。ライバルに差をつける生き残り戦略でもある。このシステムを構築する狙いは，
①市場動向をいち早くつかんで手を打つ新規・新製品を提供できること。
②顧客を開拓，拡充，維持できる顧客情報管理ができること。
③納期を大幅に短縮できること。
④注文された部品や製品の仕掛かり状況がすぐわかること。
⑤複雑な取引ができること。
⑥安い価格で提供できること。
など，いままでできなかったサービスを顧客に提供し， シェアを拡大することである。
OA化は，究極において企業内部の情報処理を一人ひとりが効率的， かつ効果的におこなう
ものであるから， トップも例外ではなくなる。
これらのことから次のような変化が予想される。
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①ピラミッド組織からフラットなネットワーク組織に変わる
市場の情報をいち早く知るため，また手を打つためには，ファクシミリなど有用な OA
機器を使用するのはもちろんであるが，情報の入手から致達までの実質的な階層を少なくす
ることが必要であり，すでに実施している企業も出きている。
②OA機器を使った『情報の産地直送jがはじまる
現場のホットな情報が， トッフに伝わるころには冷たくなっている，というのでは役に立
たない。現場で 「火事だ／」がトッフに伝わると「ボヤ？」になっているのでは対処できな
い。 QA機器を使った，新しいデータ，情報の産地直送化も大いに併用されるようになる。
③シミュレーションのための QA機器操作が必要になる
トップの行う仕事のなかで，重要な義務のひとつに『意思決定』がある。 『意思決定jとは，
これからどうなるか，これからどうするかをいくつかの案や仮説の中からひとつ選び出すこ
とである。
これからは，現在もっている数字などの定量データペースはパソコンなどから，文書などの
文字情報は電子（光）ファイルなどから，スピーディに取り出し，シミュレーションする仕事
カfふえるであろう。
N 企画部門の変化
企画部門は，経営者がおこなう企業戦略や戦術展開のためのスタ ッフとして重要な位置にあ
る。企業が統ーした考え方や方策をもち，それぞれの部門が期待される機能を最大限に発揮す
るための管制塔の働きをする部門である。
企画とは，計画を立案することで，一般的には計画と同意語と考えてよい。この計画の立て
方は，商品企画部門を例に考えると，次の3つの業務をおこなうことを意味する。
①一定の課題（例，商品企画の制度化〈専門部署，会議体の新設，運営方式の確立を含む）
を具体化，推進するための計画を立案すること。
②新しい業務管理方式（例，商品の品揃え，体系化，販売方式など）を開発，推進するため
の計画を立案すること。
③新事業，新市場，新商品の開発や，既存商品を改善するための計画を立案すること。
商品企画機能以外の企画および部署についても上記の主旨に準じた業務をおこなうことにな
る。
いずれにしても，これらの業務は高度な判断を必要とする戦略的業務であり， 事実とデータ
や情報を駆使したオフィスワークでもある。この分野の業務を有効に，効果的におこなうため
にOAは有力である。
まず，社内における情報資源のデータベース化が有用である。ファイリ ングとは有効情報再
利用システムのことであるが，蓄積されたデータを必要に応じて引出し，期待される企画の予
測， 計画，予算，リスク，見込みなどをスピーディに立案することが必要になる。画像情報や
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文書情報は電子ファイルの活用，コード情報はコンビュータ利用による外部記憶装置の活用が
効果的である。
社内に蓄積していないデー タや情報については，外部のデータベースを利用するのがよい。
たとえば日本経済新聞社が有料でサービスしている 『日経ニューズテレコンjなどは，パソコ
ンとモデムの利用で膨大なデータを瞬時に活用でき，企画担当者の有力な武器になる。またパ
ソコン通信を使用すると，外国の著名なデータペースなども手軽に利用できるので大いに役立
つ。
企画の担当者にさらに役立つのは，スタンドアローンの OA機器である。たとえばPPCな
ども，デジタル化すると拡大，縮小など思いのままであり，さらにカラー機能を使用すると，
説得力のある報告書や提案書を作成することができる。
ワープロやパソコンの活用もいちじるしい効果をもたらす。ワ←フロの編集機能を活用する
と，みやすく，わかりやすい紙面を編集することができる。また適切なビジネスソフ トを利用
すると，投資計算やシミュレーションが可能となるので，いろいろなケースを仮定していくつ
かの案を比較検討でき， トップが意思決定を早く適切に行うための支援をすることができるよ
うになる。
アイデアや発想は，現存するデータや情報のいままでになかった新しい組み合わせから生ま
れるものである。身近な OA機器を，企画・立案の道具として使用すると，アイデアや発想
が極めて豊かになる。トッフの期待に添う企画マン・企画ウーマンになるために， OA機器
は重要で役に立つサポートマシンであり，それはまた新しい企画部門を作り上げるであろう。
v 総務・人事部門の変化
総務・人事部門は， 草の根OAをはじめとして OA化を展開する中心的対象部門で、ある。
総務の仕事のなかで大きな比重を占めているのが文章に関する事務処理だが，細かくいえば郵
便物の受・発信，社内の文書集め，文書の作成，コピー・印刷をはじめとして，決裁書，契約
書など重要書類の取扱いや，それを分類・保管するファイリングなどの役割などがある。
文書作成に最適の機械はワードプロセッサである。作成した文書を磁気ファイル（フロッピー
ディスク）に記録・保存し，あとで再利用することができる。
事務用文書の多くは定形型文書なので，標準文例ファイルをつくり，それを活用することに
より，文書作成業務の効率化をはかることができる。
専門的に能率良く作業するにはws（ワー クステーション）が有効であり，分類・保管に
はファイリングシステムが最適である。
コピー・印刷はPPC （普通紙複写機）が主であり，だれでもが楽に利用している。高速複
写機により多量処理も可能であるが，普通は総務部門のオフィスの身近に置かれて，少量必要
部数の印刷の役割を果たしている。現在はカラー複写機も利用され， 会議資料・報告書などを
多色で見やすい，効果的な印刷資料として作成することができる。
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社内の文書の配付・伝達は，主に社内メールによっているが，遠隔地への文書伝達にはファ
クシミリの利用がさかんである。郵便より早く，電話に比べると記録性があり，手書きの漢字
文や図表がそのまま送れるなど，すぐれた伝達手段である。同報通信・著積交換など，システ
ム化が進み， OA機器として普及度が高い。
また，社内のメッセージ交換のために電子メールシステムが注目されている。端末機で文書
を作成し，それに宛て先や発信者を付加し，ネットワークを用いて伝送する。メッセージはセ
ンターのコンピュータに蓄積しておき，受信者は自分宛のメッセー ジを呼び出してみることが
できる。
総務部門の OA化が進むと， OA機器がオフィス内に分散して配置されるようになり，オ
フィスのレイアウトも研究され，働きやすい環境づくりが展開されることになる。オフィスに
はOA機器を接続する通信回線が張りめぐらされ，光通信を用いたLAN（ローカル・エリア・
ネッ トワー ク） が導入される。
また，オフィスの変化と同様に会議室にも新しい動きがあり，電子会議システムが導入され，
会議の効率化もはかられている。
人事部門の仕事には採用事務， 人事記録の整理・保管・福祉・労政の事務処理，出勤整理，
勤務届の整理，給与計算などがある。
給与計算 ・退職金計算など，まとめて処理できる部分は，すでに汎用コンビュータで処理さ
れている。しかし，コンピュータへの入力データをとりまとめる部分の事務作業には，手作業
の部分が残っており，これをパーソナル・コンビュータなどを利用して処理するなど， OA 
でカノてーしていけるところが多い。
また，大型コンピュータにより人事情報にシステムが活用され，給与計算システムと連携し
ているが，このように人事部門の情報を一元化し， 事務の流れを整理し， 事務の効率化を図る
ことができる。たとえば，人事異動の作成に人事情報ファイルを利用し，決定後各部署への通
知，給与計算への異動データ入力など，一貫した処理が可能である。人事部門では，採用事務
をはじめ文書処理の多いことから，OA化の有効性は総務部門の場合と同様であるといえる。
VI 営業部門の変化
営業部門における情報処理の重要性は，年々増加しつつある。これは営業活動を，計画 （準
備），実行 （販売），評価（予測実績の把握），修整 （対策）の4つのステップに分けてみると
よくわかる。 いずれのステップにおいてもj情報処理が中心となって進められている。
①計画（準備） の段階……見込み客の調整，商品知識の修得，競合相手の研究，提案内容の
整備，ユーザへの連絡などt情報処理が中心となる。
②実行（販売）の段階……提案説明，ユーザへの要望 ・要求の把握および記録，受注，およ
び受注後の事務処理，それに社内への各種連絡などの情報処理が
中心、となる。
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③評価（予測実績の把……たんに把握だけでなく，各種の仕事の分析が必要になる。品質保
握）の段階 証の状況，納期管理の状況など， Q （品質），p （価格）， D 
（納期）などの計画と実績との差をつかみ，評価，反省を行う材
料を作りだすことが必要となる。
④修整（対策）の段階……評価のデータや情報を中心に分析をおこない，次の訪問，販売へ
の対策を打つ準備を行う。販売計画と実績をいろいろな角度から
層別し，分析してみる。たとえば，客先別，販売代理店別，商品
別，営業部門別，営業マン別に層別して分析すると，差異点が発
見でき，問題点が明確になり，スピーディに手が打てることにな
る。
OA化が進む以前は，これらの4つのステッフは，個人が自分自身のために，紙やノ トーを
｛吏って，思いつくままの仕方で処理していた。コンピュータは，売上数字の集計と，きまった
層別のデータを打ち出すところまでの処理で終わっていたため，営業マン個人個人または管理
者一人ひとりが自分自身で情報処理をおこなわざるをえなかった。
しかし， OA化が進んでくると，まず営業部門全体の受発注システムや物流システムがつ
くられるようになり， 営業マン個々の業務処理の時聞が短縮できるようになった。さらに各種
OA機器を使い，個人個人が自分で販売戦略・戦術を展開でき，効率的な営業活動ができるよ
うになった。
これらの情報処理の効率化の結果，ユーザに面談する時間の増加と面談内容の質の向上に貢
献でき，業績の向上がより可能になった。
まさに，I営業活動jは『情報活動jである。この面での OA化の貢献には実に大きいもの
があるといわなければならない。
百経理部門の変化
経理部門は，これまでコンビュータ化によって，大きな影響を受けてきた。ある大企業の経
理部門では，数年で人員が4分の1程度になり，セクションも半減するという事態である。財
務をのぞいて経理部門では，計数的なデータを取り扱う作業が大部分だからである。
経理部門の業務は，予算編成，予算統制，会計処理，原価管理，財務管理，会計監査などで
あるが，この本来の業務は，経営活動に関し，会社に対して公正な経理を保証するとともに，
経理的な面から企業経営のための情報を幅広く提供し，経営上の判断を適切におこなうことを
期待する点に重要性がある。
これまでのデータプロセッシングも OAの範障に入ると思われるが，それは主に第1の作
業的な合理化を対象としたものである。これだけでも，経理の正確性，精密性の向上，迅速な
処理と情報の提供といった点では，大きな効果があったわけだが，さ らに OAによって第2の，
つまり経理の本来の効果的活動が期待されるようになった。
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第1の面では，構造が明確なところの合理化で単純なものであった。そしてその面での合理
化は，より精密にこれからも進めるだろう。だが，第2の積極的な効果を期待するには，さら
に経理的な活動のダイナミックな構造を明確にし，また構造のあいまいな面にまで深く突っ込
んで， OAを適用していくことになる。ここでは作業の自動化というよりも，本来の人間的
な経理活動・経営活動への支援ということ，経理システムの質的な構造の変化というかたちが
顕著になる。
具体的には，つぎの5つが考えられる。
①ネットワーク化と電子伝票
これまでは，伝票を発行し，それをインプットして，経理情報の取扱いをしてきたが，
ネットワークの進展によって，ワークステーションや携帯端末などで，経理事務を瞬時に
おこなうことになる。つまりペーパーの伝票は不要になり，電子伝票になって，高度な処
理がなされる。
②広域化
経理事務が広域化する。広い範囲でも，そこの事業場にいても同じ処理が可能になり，
経理事務に関してタイムロスが減少する。
③企業間関係の緊密化
電子決済とは，企業聞の請求や送金などを電子的に決済する取引方法がある。このよう
な方法によって，企業聞の関係が緊密になり，資金運用も，きわめて効率的になっていく。
④キャッシュレス・ソサイティ
ICカードなどで取引をしたりするので，現金を取り扱うことは少なく なる。それだけ
安全になるが，逆にコンピュータウィルスやシステムのセキュリティへの配慮が重要にな
る。
⑤経理事務の高度化
内部的な処理ではなく，外部に向かつて，開いた活動になっていく。 財テクばかりでな
く，積極的に他の部門の経営活動を支援していくことになる。また，広域に国際的情報を
参照することになる。経理にとって OAは必然である。
唖 OA化の効果
OA化の目的はいろいろ定義できるが，究極の目的は，「企業活動に貢献すること」である。
しかも企業の トップマネジメン トの期待にも応えなければならない。また社員一人ひとりの仕
事が，以前よりも効果的になることが前提である……などいろいろある。
第1の 「企業活動の貢献すること」に応えるためには，「究極の企業」の姿を明確にし，
OA化がそれに向けて効果を発揮しうるかどうかを考えてみる必要がある。究極の企業の姿と
は，次の3つの条件が満たされていることである。
①市場適応力・・H ・H ・....・H ・－－－－市場の動向をリアルタイムに把握または追跡でき，対応できる
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こと。
②商品，サービス提供力……ユーザの必要とする商品やサーピスを，必要な時に必要な量を
必要な場所に，開発，製造，販売，サービスできること。
①収益力...・ H ・.・ H ・...・ H ・－…安定して成長できる収益力を確保すること。
OA化とは，企業のもつ人，資金，商品を，情報という資源を使い，効率的・効果的に運用
し，成果を上げることである。したがってマクロ的には， OA化が企業活動の効果を上げる
と考えてまちがいない。
次に，第2の 「ト ップマネジメントの期待に応えるJだけの効果をあげうるかどうかという
点だが， トップマネジメントのOA化への関心事は，っきつめてみると次の3つになる。
①社内のオフィス人口は増加しているが，このままで大丈夫なのか。
②OA機器がどんどん使われているが，本当に効果が上がっているのか。
①自社のコンピュー タ関連のコストも上がり気味である。コストに見合う改善が着実になさ
れているのか。
はたして OA化は，こういったトッフの要望に応え，効果を上げられるかという問題だが，
答えは「イエス」である。従来の人，資金，商品などの経営資源を上手に組み合わせて企業業
績を向上させた時期には，情報処理は， 「事務」という手段に頼らざるをえなかった。逆にい
えば， 事務という手段を効果的に使用できたときには経営の業績に貢献したが，事務処理の手
段を上手に使えないときには，業績向上に寄与しなかった。
OA化は，情報を第4の資源として，また人，資金，商品の資源活用をより効果的・効率的
におこなうことを目的としているので， トッフマネジメ ントの期待に添うことができるのであ
る。
ただし，そのためには，OA化を正しく進めることが大事である。薬は病気を治すために
飲むのだが，どんな良薬であっても，一度に飲めば毒薬となり，逆に命を落としてしまう。医
者の指示にしたがい，正しい服用基準を守ってこそ良薬となり，効き目をあらわすことになる。
第3は「一人ひとりの仕事の効果が上がるかjという点だが， これについても答えは「イエ
ス」である。たとえば身の回りの仕事をみても，困っている仕事が数多くある。 「書類が見当
たらない」「電話待ち」「長い会議J「計画が面倒」「書く仕事が減らない」 「コピー作業が多い」
など，イライラする仕事が山積みしている。 OA化を着実におこなうことによって，困って
いる仕事，イライラしている仕事を，やり甲斐のある仕事に変えていくことができる。 これが
OA化の正しい進め方である。
以上の3点をまとめると， OA化には次のような効果があると考える。
〈定量的効果〉
①オフィ スワークの時間短縮
②オフィスコス トの削減
③信頼性，正確性， 説得性，納得性の高い情報， データの増加
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（定性的効果〉
①スピードの向上・サービスの向上
②書類の減少と効果的活用の実現
③仕事の分担の明確化
④情報の共有化
注
1 ）プロジェク トチームとは，各部門，各事業部門に共通に発生した，技術的 ・管理的に関係した個別計
画を遂行するための一時的な横断的組織をいう。
ここで行う計画は，いろいろな部門間で共通した戦略課題であることが多いため，プロジェクトの完
成に必要な各種の専門家を集めてチームを編成する。そして，フロジ、エクト ・マネージャーを選任して，
プロジ、エク トの完成までの責任とそれに必要な権限をもっ，臨時の組織形態をいう。
製品開発，新事業開発，プラントの建築，都市開発，全社的なコス トダウン，販売キャンペーンなど
において実施され，プロジ、エクトが完了すれば，そこでチームは解散となる。
図1
フ。ロジ、エクトの ＼プロジェク ト
計画と実績との 〉 チーム
比較
一一一一一一一ノ ＼」一一一一
リーダーシッフ’能力刊、 μグ管理能力
y "-.1ー
プロジェクトの進行
2）戦闘行為の中で，特殊な一時的役割を課せられてその遂行に活動する特別機動隊のこと。企業の中で
は，臨時的な，あるいは一時的な特別業務を処理するために編成された特別グループとでも称すべきも
の。プロジェクト ・チームと類似し，これと同一視する見解もあるが，プロジェク 卜・ チームは，そこ
で取り上げるテーマは大きいものでそれを具体化するための戦略，戦術に至問題については，時にかな
りの長い期間にまたがって仕事が進められるのに対して，タスク ・フォースは目前の業務処理をめざし，
概して，短い期間の中で効率的に遂行することを任務として編成されるのが普通である。
3）経営情報システム（ MIS : Management Information System ）とは，経蛍活動の全般を 「情報」に
よって常時管理していくことを目的としたシステムである。
すなわち，コンピュータによって経営を側面から支援し，経営管理の道具として利用していこうとい
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うものである。
当初は，コンピュータに対する過度の期待から一時的なブームに終わってしまったが， 最近はコン
ピュータのハードウェアおよびソフトウェアの開発によって，コンビュータの適用分野，適用業務が急
速に拡大し，経営管理のアプリケーションとして企業活動を支援している。
図2 経営管理のアプリケーション
経営管理のアプリケー ション
財務管理・管理会計
生産計画・資材管理
購買管理・在庫管理
工程管理
人事情報管理システム
人事労務管理
雇用管理・賃金管理
4）戦略的情報システム （SIS : Strategic Information System ）とは，経営戦略を実施していくために
利用する情報システムをいう。
SISは， 1985年頃からアメリカで用いられ，競争企業に対する優位性を保つために，情報システムを
有効に利用しようとするもので，そこには 「経営戦略」 との有機的な融合が条件となる。
つまり，経営戦略の策定時に情報システムの利用を組み込んでいこうとするもの，すでに存在してい
る経営戦略を実施していく時に情報システムの利用を図っていこうとするものがある。
図3 従来の情報システムとSI S （戦略的情報システム）の違い
従来の情報システム I s I s （戦略情報システム）
・情報処理の迅速化による効率向上 ｜・情報武装化による戦略の実施
・社内省力化
・合理化
・費用対効果の追求・ コスト削減
・システム部門が中心
・日常個別業務の効率化
．事業の改善
・品質向上 ・問題解決
・事務処理的・追随的
－企業が市場をリード
．短期的視野
・ボトムアップ
．コス トの経済
・OA・FA・LAN 
・差別化・競争力強化
．ユー ザの闘い込み
・売上・収益増
・経営，システム部門，ユーザー協力
－戦略遂行のツール化・付加価値の創出
．事業の質的変換
・新規事業への進出 ・業界構造変革
・事前予約的
・ユー ザが市場を リー ド
．長期的視野
・トップダウン
・スピードと価値創出の経済
・CIM・VAN・ISDN 
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( SISの条件〉
①タイムリーで質の高い情報の提供
②経営資源の融合
③大局的な事業展開のためのデータ
④意思決定の評価
⑤時間の短縮と秘密情報の漏洩防止
典型的な SISとしては，米国アメリカン航空の CRS （座席予約システム）「セーパーjがある。
CRSは，航空会社が営業用に構築したコンピュータシステムで，単に航空機の座席予約だけでなく，
ホテルやレンタカーなど旅行に関わる様々な予約をオンライン処理できる機能を備えている。航空会社
の営業戦略に大きなウェー卜を占めるようになっており， CRSを軸にした業界の合従連衡が今後，進
むといわれている。
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